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Ⅰ．はじめに

近年の目覚ましい遺伝子工学技術の革新に伴い，
PCR 検査自体はある程度の修練をおこなった者で
あれば容易に実施可能になった．しかし，PCR 検
査を実施できることと，精確な結果を提供すること
は別次元の話である．特に，核酸の混入による実験
室内コンタミネーションは，本法において最も回避
すべきトラブルであり，施行した検査全体に重大な
影響を与える．そこで本稿では，PCR 法を主体と
した遺伝子検査時における実験室内コンタミネー
ションの回避策を中心に概説する．

Ⅱ．作業領域区分の考え方

遺伝子検査の 3大リスクである「核酸の混入」，
「バイオハザード」ならびに「ヌクレオチド分解酵
素・ヌクレアーゼの混入」を回避するために，遺伝
子検査の各工程に応じて作業領域を物理的に区分
（隔絶）する必要がある．以下に作業領域の区分に関
する基本的な考え方を示す．

1．試薬調整領域について

試薬調整の際に最も回避しなければならないのが
核酸の混入である．特にDNAはオートクレーブ処
理でも変性しないことに加え，きわめて水に可溶で
あるためオートクレーブ内から蒸気として放出され
る可能性もある．可溶化したDNAはエアロゾル汚
染の原因となる．そのため試薬調整作業は原則とし
て独立した実験室で実施することが望ましい．ただ
し，それが困難な場合は同室内において汚染リスク
が最も少ない場所にクリーンベンチ（後述）を設置
し，試薬調整領域とする．

2．試料処理領域について

遺伝子検査では細菌やウイルスなどのバイオハ
ザード対策が必要なサンプルを取り扱うことが多
い．したがって，サンプル処理工程は，各施設のバ
イオセーフティ関連規則を遵守するとともに，原則
として個室隔離で実施すべきである．ただし，バイ
オセーフティレベル（BSL）2 以下のサンプルを取り
扱う場合は，検査室内に設けた管理区域に生物学的
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